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免疫力を高める
もともとみなさんがもっている免疫力を高
めると、ウイルスが体に入ってしまっても
外へ追い出したり、やっつけてくれたりし
ます。

感染症注意報
自分も 　
　　　まわりも

ポイント１
ウイルスを寄せ付けない
ウイルスなどは目に見えません。
空気中にただよっていたり、気づかないう
ちに手についていたりします。換気で外へ
逃がす、手洗いで流すことが大切です。

ポイント３
うつらない、うつさない
他の人から感染するリスクを高める行動
や、自分が感染してしまったときに他の人
にうつす危険のある行動はさけましょう。

マスクを
正しくつける こまめに換気する

11月の保健目標 風邪の予防に努めよう

　 T a i s h o 　

ほけんだより
令和７年  11月17日

台東区立大正小学校

　　　　　　保健室
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　だんだん寒くなってきましたね。気温は1月や2月の方が低いのに、今の時期からとても寒く感じるの
は体がまだ寒さに慣れていないからです。着るもので調節をする、体を動かす、夜は湯船につかるな
ど、自分に合った方法で体を温めましょう。また、東京都でも感染症が流行り始めています。毎日元気
に過ごすことができるよう、手洗いうがいなど、できることからコツコツ続けていきましょう。

十分な睡眠
バランスの良い

食事

適度な運動

ていねいに手を洗う

うがいをする

咳エチケット

いつもと違う
と思ったら検温

無理せず休む
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○色覚検査とは

　定期健康診断の項目には含まれていませんが、台東区では児童が自らの色覚の特性を知るため、

希望者を対象に検査を実施しています。検査は色覚表を用いて、簡易検査（スクリーニング）を行

います。

○色覚検査について

　先天色覚異常は、男子の約５％（20人に1人）、女子の約0.2％（500人に1人）の割合に見られま

す。色がまったく分からないというわけでなく、色によって見分けにくいことがある程度で、日常

生活にはほとんど不自由はないと言われています。しかし、状況によっては色を見誤って周囲から

誤解を受けることや、色を使った授業の一部が理解しにくいことなどが考えられます。

　本人は色覚異常を自覚していない場合が多く、治療法はありませんが、自覚することで、経験に

より対処法を学習できます。授業を受けるにあたり、また将来の職業や進路選択にあたり、自分自

身の色の見え方を知っておくためにも色覚検査は大切と言われています。

○大正小での色覚検査の実施について

　色覚検査を希望される方は、11月25日（火）までに連絡帳にて学校へご連絡ください。また、今

までに受けたことのある方は対象外とさせていただきます。

色覚検査について

保護者の方へ


